


















藤・松崎 1986; 猪口・岩井 1987; 建林 2004）であ
る。しかし近年，議員の委員会での活動（松本・
松尾 2011; Fujimura 2012; 2016; Ono 2015）や法








































































































































































































































































































観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
自民党 2,343 0.007 0.012 　　　 0 0.093
民主党／民進党 　 559 0.031 0.033 　　　 0 0.200
維新 　 295 0.009 0.014 　　　 0 0.113
公明党 　 264 0.013 0.016 　　　 0 0.091






























































観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
自民党 2,343 　1.112 　1.798 　0 　11
民主党／民進党 　 559 　4.524 　5.190 　0 　33
維新 　 295 　1.380 　2.193 　0 　17
公明党 　 264 　1.932 　2.452 　0 　11





































































観測数 平均値 標準偏差 最小値 最大値
自民党 2,343 226,083 490,534 　　　　 0 4,574,280
民主党／民進党 　 559 336,837 504,008 　　　　 0 4,574,280
維新 　 295 213,777 372,466 　　　　 0 2,513,883
公明党 　 264 191,609 399,285 　　　　 0 4,574,280

































選」（Fenno 1973; Mayhew 1974; Strøm 1990; 
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